
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

                

        
広

島

大

学

図

書

館

所

蔵

の

奈

良

絵

本

た

ち

 



  
 

 
 

 
 

は

 

じ

 

め

 

に

 

    

「
お
伽
草
子
」
の
世
界
に
よ
う
こ
そ
。
広
島
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
室
に
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
作
ら
れ
た
物
草
子 

お
伽
草
子 

の
写
本
・
版
本
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
中
に

は
、
美
し
い
挿
絵
を
も
つ 

奈
良
絵
本 

が
含
ま
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
『
す
ゝ
め
の
夕
か
ほ
』 

『
花
世
姫
』 

『
よ
し
の
ふ
』 

等
は
、
広
島
大
学
図
書
館
蔵
本
が
現
在
知
ら
れ
る
唯
一
の
奈
良
絵
本
で
す
（
『
花
世
姫
』
に
は

絵
入
り
版
本
が
数
本
あ
る
）
。 

 

こ
の
展
示
目
録
で
は
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
、
各
作
品
の
内
容
や
、

広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
特
徴
を
、
代
表
的
な
挿
絵
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
巻
末
に
は
、
特

別
に
『
す
ゝ
め
の
夕
か
ほ
』
の
翻
字
本
文
並
び
に
口
語
訳
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
是
非
、
作
品
全
体
を
原
文
と

口
語
訳
を
通
し
て
、
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

そ
れ
で
は
、
ご
一
緒
に
、
お
伽
草
子
の
世
界
へ
・
・
・ 
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『

伊

勢

物

語

』

 
                             

【

内

容

】 
  

在

原

業

平

に

擬

せ

ら

れ

る

主

人

公

の

一

代

記

で

、

「

を

と

こ

」

の

初

冠

に

は

じ

ま

っ

て

、

そ

の

生

の

終

焉

ま

で

が

描

か

れ

る

。 
 

『

源

氏

物

語

』

を

は

じ

め

後

代

の

物

語

に

与

え

た

影

響

は

計

り

知

れ

な

い

。

ま

た

、

例

え

ば

、

一

二

三

段

を

踏

ま

え

て

藤

原

俊

成

が

、

「

夕

さ

れ

ば

野

辺

の

秋

風

身

に

し

み

て

鶉

鳴

く

な

り

深

草

の

里

」

と

詠

じ

た

如

く

、

和

歌

の

世

界

へ

の

影

響

も

大

き

い

。 
         

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

下

、

二

冊

。

箱

入

り

。

下

冊

に

は

錯

簡

が

確

認

さ

れ

る

。

題

簽

は

墨

書

。

本

文

は

普

通

本

系

統

。

挿

絵

は

上

下

冊

そ

れ

ぞ

れ

に

二

十

四

面

、

計

四

十

八

面

み

え

る

。 
        

 1 



『

す

ゝ

め

の

夕

か

ほ

』

 
                             

【

内

容

】 
 

 2

 

『

宇

治

拾

遺

物

語

』

巻

三

の

十

六

「

雀

報

恩

事

」

を

、

そ

っ

く

り

取

っ

て

、

奈

良

絵

本

に

作

っ

た

も

の

。

文

章

も

、

『

宇

治

拾

遺

物

語

』

の

話

に

近

い

。

前

後

二

段

の

構

成

で

、

前

段

が

善

因

善

果

の

話

、

後

段

が

悪

因

悪

果

の

話

と

い

う

対

照

を

な

し

て

い

る

。

そ

れ

に

慈

悲

の

徳

を

説

い

た

教

訓

、

及

び

姥

一

族

繁

栄

の

祝

儀

的

結

末

が

付

加

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

腰

折

れ

雀

の

話

は

、

日

本

各

地

に

伝

承

さ

れ

て

い

る

有

名

な

昔

話

で

、

ま

た

類

話

は

中

国

や

モ

ン

ゴ

ル

、
韓

国

な

ど

ア

ジ

ア

の

各

地

に

も

広

く

分

布

し

て

い

る

。 
        

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。
一

冊

。
大

形

本

。
帙

入

り

。
料

紙

は

鳥

の

子

紙

で

袋

綴

。

表

紙

は

紺

地

に

、

金

泥

に

て

水

辺

草

花

模

様

を

描

い

た

も

の

で

、

見

返

し

は

布

目

の

金

紙

。
挿

絵

は

七

丁

分
（

見

開

一

、
片

面

五

）
。

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

と

高

安

六

郎

旧

蔵

本

の

二

本

が

知

ら

れ

て

い

た

が

、

高

安

六

郎

旧

蔵

本

は

戦

災

に

よ

り

焼

失

。

当

該

本

は

現

存

す

る

唯

一

の

伝

本

で

あ

る

。 
    



『

硯

わ

り

』

 
                             

【

内

容

】 
  

遁

世

譚

、

高

僧

伝

。

青

侍

と

し

て

仕

え

て

い

た

大

納

言

家

の

紹

介

に

始

ま

り

、

硯

わ

り

事

件

を

経

て

、

一

家

が

仏

道

を

志

し

て

い

く

経

緯

を

語

る

。 
 

『

す

ず

り

わ

り

』
の

伝

本

は

、
大

き

く

三

系

統

に

分

類

さ

れ

る

。

A
系

統

は

内

閣

文

庫

本

・

名

古

屋

大

学

小

林

文

庫

本

・

実

践

女

子

大

学

本

。

B
系

統

は

加

藤

家

蔵

奈

良

絵

本

。

C
系

統

が

、
広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

と

パ

リ

国

立

図

書

館

蔵

奈

良

絵

本

で

あ

り

、

三

系

統

の

外

に

細

見

実

蔵

の

古

絵

巻

一

巻

が

あ

る

。 
 

各

系

統

の

本

文

に

は

異

同

が

多

い

。

中

で

も

C
系

統

の

広

島

大

学

本
・
パ

リ

国

立

図

書

館

本

は

独

自

色

が

強

く

、
主

人

公

の

名

も

、

A
系

統

と

B
系

統

が

書

写

山

の

「

性

空

」

と

す

る

の

に

対

し

、

C
系

統

は

摂

津

多

田

郷

の

「

し

ん

か

い

」

と

す

る

。

侍

従

の

君

を

初

瀬

観

音

の

申

し

子

と

し

て

重

視

す

る

点

、

比

叡

山

と

の

繋

が

り

が

強

調

さ

れ

る

点

な

ど

、

他

系

統

と

著

し

い

相

違

が

あ

る

。 
  

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

料

紙

は

間

合

紙

。

表

紙

は

、

紺

地

に

金

泥

の

草

花

模

様

を

描

き

、

金

砂

子

を

散

ら

し

た

も

の

で

あ

る

が

、

大

部

分

は

剥

落

し

、

地

の

紙

が

露

出

し

て

い

る

。

題

簽

は

丹

紙

短

冊

形

。

上

巻

題

簽

は

破

れ

あ

り

、

「

硯

」

一

字

を

欠

く

。

奥

書

は

な

く

、

書

写

者

・

書

写

年

代

は

不

明

で

あ

る

。 
     

 3 



『

住

吉

物

語

』

 
                             

【

内

容

】 
 

 4

 

継

子

物

語

。

四

位

少

将

は

姫

君

に

求

婚

す

る

が

、

継

母

が

策

を

弄

し

て

妨

害

す

る

。

姫

君

は

亡

母

の

乳

母

が

尼

と

な

っ

て

隠

棲

す

る

住

吉

へ

逃

れ

、

姫

君

を

忘

れ

る

こ

と

の

で

き

な

い

少

将

は

初

瀬

に

参

詣

し

て

夢

想

を

得

、

住

吉

で

姫

君

と

再

会

。

二

人

は

都

へ

戻

っ

て

幸

福

な

結

婚

生

活

を

送

る

。 
         

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

題

簽

は

墨

書

。

本

文

は

十

行

古

活

字

本

系

で

あ

る

が

、

一

部

白

峰

寺

本

系

と

同

文

。

ま

た

、

非

流

布

本

系

の

本

文

箇

所

も

あ

る

。

挿

絵

が

上

・

中

・

下

冊

そ

れ

ぞ

れ

五

丁

分

（

片

面

）

確

認

で

き

る

。 
        



『

た

は

ら

藤

太

』

 
 

 5 

                            

 

【

内

容

】 
  

武

家

物

の

一

種

。

俵

藤

太

秀

郷

の

ム

カ

デ

退

治

に

始

ま

り

、

平

将

門

の

乱

鎮

圧

後

の

一

門

繁

栄

ま

で

を

描

く

。

諸

本

は

絵

巻

の

形

で

伝

わ

る

古

本

系

統

と

、

絵

入

り

刊

本

・

絵

巻

・

絵

入

り

写

本

等

の

形

で

伝

わ

る

流

布

本

系

統

と

に

大

別

さ

れ

る

。 
 

流

布

本

系

統

は

、

古

本

系

を

増

補

改

作

し

て

俵

藤

太

を

主

人

公

と

す

る

物

語

と

し

て

の

体

裁

を

整

え

た

も

の

で

、

そ

の

増

補

改

作

に

あ

た

っ

て

は

特

に

三

井

寺

に

関

し

て

詳

述

し

て

い

る

点

が

注

目

さ

れ

る

。 
      

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

帙

入

り

。

奥

書

は

な

し

。

挿

し

絵

は

、

上

冊

六

面

、

中

冊

四

面

、

下

冊

四

面

の

、

計

十

四

面

。

本

文

は

、

流

布

本

系

統

に

属

す

る

。

 
 

        



 
『

中

将

姫

』

 
                            

【

内

容

】 
 

 6

 

当

麻

寺

に

存

す

る

曼

荼

羅

の

縁

起

に

伴

う

中

将

姫

の

説

話

。

右

大

臣

豊

成

の

娘

中

将

姫

は

、

継

母

の

讒

言

で

殺

害

さ

れ

よ

う

と

す

る

が

、

家

来

に

よ

っ

て

庵

に

隠

さ

れ

養

育

さ

れ

る

。

そ

の

後

都

に

帰

っ

た

中

将

姫

は

出

家

し

て

禅

尼

と

名

乗

り

、

阿

弥

陀

如

来

の

来

迎

の

う

ち

に

極

楽

往

生

を

と

げ

る

。 
 

当

麻

曼

荼

羅

に

姫

が

関

わ

り

、

極

楽

往

生

を

し

た

と

い

う

話

は

『

建

久

御

巡

礼

記

』

（

建

久

３

〈1
1

9
2

〉

年

成

立

）

以

来

、

複

数

の

記

録

・

説

話

集

に

見

ら

れ

る

。

そ

こ

に

姫

の

発

心

を

語

る

継

子

い

じ

め

譚

が

導

入

さ

れ

、

中

将

姫

の

一

代

記

と

し

て

当

該

本

の

よ

う

な

物

語

が

成

立

し

た

。 
       

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。
二

冊

。
帙

入

り

。
諸

本

は

写

本

の

形

で

伝

わ

る

も

の

と

、

慶

安

４

年

に

出

さ

れ

た

絵

入

り

版

本

と

が

見

ら

れ

る

。

当

該

本

と

同

じ

く

写

本

二

冊

で

伝

わ

る

も

の

に

国

会

図

書

館

蔵

本

、

慶

應

義

塾

大

学

斯

道

文

庫

蔵

本

（

下

巻

の

み

存

）

な

ど

が

あ

る

。 
     



『

つ

る

の

し

う

け

ん

』

 

 7 

                             

【

内

容

】 
  

異

類

婚

姻

譚

。

書

名

は

『

鶴

の

草

子

』

が

一

般

的

で

あ

る

。 
 

宰

相

右

兵

衛

督

は

、

刀

と

交

換

に

助

け

た

鶴

の

化

身

と

契

り

を

結

ぶ

。
守

護

宮

崎

の

軍

勢

を

撃

退

す

る

と

、
女

は

正

体

を

明

か

し

、

形

見

の

短

冊

を

交

換

し

て

飛

び

去

る

。

や

が

て

女

は

三

条

内

大

臣

の

家

に

転

生

し

、

宰

相

と

再

会

。

宰

相

は

左

大

臣

と

な

り

、

子

孫

は

繁

栄

し

た

。 
 

伝

本

は

、

室

町

末

期

成

立

と

さ

れ

る

一

冊

本

系

統

と

、

江

戸

初

期

成

立

と

さ

れ

る

三

冊

本

系

統

の

、

二

系

統

に

分

類

さ

れ

る

。

一

冊

本

系

統

は

、
市

古

貞

次

蔵

奈

良

絵

本

と

フ

リ

ア

美

術

館

蔵

絵

巻

。

三

冊

本

系

統

に

は

、

奈

良

絵

本

数

点

（

天

理

図

書

館

蔵

・

実

践

女

子

大

学

蔵

な

ど

）

、

版

本

二

種

（

寛

文

二

年

版

・

鱗

形

屋

版

）

が

あ

り

、

三

冊

本

系

統

の

本

文

が

主

に

流

布

し

た

こ

と

が

分

か

る

。 
 

二

つ

の

系

統

は

内

容

が

大

き

く

異

な

る

が

、
昔

話
『

龍

宮

女

房

』

を

も

と

に

作

ら

れ

、
そ

の

雰

囲

気

を

残

す

一

冊

本

が

先

に

存

在

し

、

三

冊

本

は

そ

れ

を

読

み

物

と

し

て

改

作

し

た

も

の

で

あ

る

と

さ

れ

る

。 
  

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

箱

入

。

料

紙

は

、

金

泥

で

草

花

模

様

を

描

い

た

鳥

の

子

紙

。

表

紙

は

紺

地

に

金

糸

か

ら

く

さ

模

様

の

布

張

り

。

三

冊

本

系

統

の

一

つ

。 
     



『

は

ち

か

つ

き

』

 
                             

【

内

容

】 
 

 8

 

備

中

守

実

高

の

妻

は

、

死

際

に

そ

の

姫

の

頭

に

鉢

を

被

せ

る

。 

継

母

に

捨

て

ら

れ

た

姫

は

、

宰

相

に

求

婚

さ

れ

、

脱

げ

た

鉢

か

ら

宝

物

が

出

て

き

て

宰

相

の

妻

と

な

る

。

の

ち

に

姫

は

、

出

家

し

た

実

高

と

長

谷

寺

で

再

会

す

る

。 
 

数

あ

る

お

伽

草

子

の

中

で

、

も

っ

と

も

有

名

な

話

の

一

つ

。

申

し

子

譚

と

継

子

譚

、

二

つ

の

話

型

を

具

備

し

て

お

り

、

類

話

も

多

い

。 
 

伝

本

は

、

御

巫

（

み

か

ん

な

ぎ

）

本

系

統

と

、

流

布

本

系

統

と

に

大

別

さ

れ

る

。 
     

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

、

箱

入

。

料

紙

は

、

金

泥

で

諸

処

に

秋

草

等

を

描

い

た

鳥

の

子

紙

を

使

用

。

表

紙

は

、

灰

色

が

か

っ

た

地

の

紙

が

露

出

し

て

お

り

、

素

朴

な

雰

囲

気

で

あ

る

が

、

薄

い

茶

褐

色

の

布

片

が

多

数

付

着

し

て

お

り

、

元

来

は

布

地

張

り

で

あ

っ

た

こ

と

を

窺

わ

せ

る

。 
 

奥

書

は

な

く

、

書

写

者

・

書

写

年

代

は

不

明

。

流

布

本

系

統

の

本

文

を

も

つ

。

書

写

段

階

で

は

挿

絵

も

計

画

さ

れ

な

が

ら

、

叶

わ

な

か

っ

た

ら

し

く

、

数

丁

ご

と

に

、

空

白

の

面

が

残

さ

れ

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

る

。 
   



『

花

世

姫

』

 
                             

 

【

内

容

】 
  

継

子

物

語

。

継

母

に

疎

ま

れ

て

山

に

捨

て

ら

れ

た

花

世

姫

が

、

山

姥

の

助

け

を

得

て

中

納

言

の

三

男

宰

相

と

結

ば

れ

、

一

族

が

繁

栄

す

る

物

語

。 
 

全

国

的

に

分

布

す

る

昔

話

の

姥

皮

型

と

呼

ば

れ

る

継

子

譚

を

素

材

に

し

て

な

っ

た

も

の

で

あ

る

。

『

鉢

か

づ

き

』

『

う

ば

か

は

』

に

較

べ

て

全

体

に

詞

章

の

潤

色

が

多

く

、

分

量

が

増

え

て

い

る

。

姫

君

が

身

を

や

つ

し

て

火

焚

き

に

な

る

趣

向

は

、

継

子

譚

の

定

型

で

、

女

性

と

竈

神

信

仰

の

関

わ

り

や

、

欧

米

の

シ

ン

デ

レ

ラ

物

語

が

想

起

さ

れ

る

こ

と

が

既

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

。 
 

主

な

伝

本

は

無

刊

記

絵

入

版

本

三

冊

（

赤

木

文

庫

旧

蔵

）

と

奈

良

絵

本

二

冊

（

広

島

大

学

蔵

本

・

写

本

）

が

あ

る

。

赤

木

文

庫

蔵

本

と

同

版

の

本

は

天

理

図

書

館

、

東

洋

文

庫

、

東

北

大

学

付

属

図

書

館

に

あ

る

。 
   

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

二

冊

。

半

紙

本

。

料

紙

は

鳥

の

子

紙

で

、

金

泥

で

草

花

模

様

が

描

か

れ

て

い

る

。

表

紙

は

、

鶯

色

の

布

地

に

水

色

と

金

色

で

、

花

と

唐

草

の

模

様

を

織

り

出

し

て

い

る

。

外

題

題

簽

は

「

花

世

姫

上

」

「

花

世

姫

下

」

と

墨

書

。

内

題

は

「

は

な

世

の

姫

上

」

「

は

な

世

の

姫

中

」

「

花

よ

の

姫

下

」

。

内

題

と

装

丁

か

ら

、

元

は

上

中

下

三

巻

で

あ

っ

た

も

の

を

二

冊

に

改

装

し

た

も

の

と

指

摘

さ

れ

て

い

る

。
挿

絵

は

、
上

冊

十

一

面

、
下

冊

九

面

の

計

二

十

面

。

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

は

現

存

す

る

唯

一

の

写

本

で

あ

る

。 
  

 9 



『

ふ

ん

せ

う

』

 
                             

 

【

内

容

】 
 

 10

 

立

身

出

世

譚

。

塩

屋

で

成

功

し

た

正

直

者

の

文

太

は

鹿

島

大

明

神

に

参

詣

し

て

子

宝

を

授

か

る

。

成

長

し

た

姉

妹

は

才

色

兼

備

の

美

女

と

評

判

に

な

り

、

関

白

の

御

子

二

位

中

将

に

求

婚

さ

れ

て

一

家

は

末

永

く

繁

栄

し

た

。 
 

物

語

末

尾

に

「

ま

つ

く

め

て

た

き

事

の

は

し

め

に

は

、

此

さ

う

し

を

御

覽

し

あ

る

へ

く

候

。

」

と

あ

る

よ

う

に

、

正

月

な

ど

、

め

で

た

い

席

で

読

ま

れ

る

本

で

あ

っ

た

。

立

身

出

世

し

た

文

正

、

玉

の

輿

に

乗

っ

た

姉

妹

に

あ

や

か

ろ

う

と

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。 
 

伝

本

は

非

常

に

多

く

、

十

余

系

統

に

分

か

れ

る

。

そ

の

伝

本

の

多

さ

は

、
い

か

に

こ

の

物

語

が

広

く

読

ま

れ

て

い

た

か

を

物

語

る

。 
    

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

丹

緑

本

（

近

世

初

頭

、

墨

刷

り

の

絵

入

り

版

本

の

挿

絵

に

、

出

版

時

に

丹

緑

黄

の

筆

彩

色

を

施

し

た

も

の

）

の

本

文

を

写

し

、

奈

良

絵

本

と

し

て

仕

立

て

た

も

の

と

見

ら

れ

る

。

同

じ

く

丹

緑

本

系

統

の

奈

良

絵

本

と

し

て

は

天

理

図

書

館

蔵

本

（

題

簽

「

弾

上

物

語

」

）

な

ど

が

あ

る

。 
       



『

や

し

ま

の

さ

う

し

』

 
                             

【

内

容

】 
  

山

伏

姿

で

平

泉

に

下

向

す

る

判

官

一

行

が

、

信

夫

の

里

で

宿

を

借

り

る

。

応

対

の

尼

は

義

経

の

従

者

、

佐

藤

継

信

（

次

信

）

と

忠

信

の

母

親

で

あ

っ

た

。

弁

慶

が

、

義

経

の

身

代

わ

り

で

射

ら

れ

た

継

信

と

そ

の

仇

を

討

っ

た

忠

信

の

最

期

を

語

り

、

義

経

が

身

分

を

明

か

し

た

。

母

は

歓

喜

し

て

二

人

の

形

見

を

受

け

取

っ

た

。 
 

「

八

島

」

は

、

室

町

期

の

語

り

物

芸

能

で

あ

っ

た

幸

若

舞

曲

の

台

本

を

読

み

物

に

転

用

し

た

い

わ

ゆ

る

「

舞

の

本

」

に

入

っ

て

い

る

。

「

舞

の

本

」

は

寛

永

頃

に

絵

入

り

版

本

と

し

て

出

版

さ

れ

、

広

く

流

布

し

た

。

そ

の

中

で

も

「

八

島

」

は

新

刻

本

も

出

さ

れ

る

ほ

ど

の

人

気

作

で

あ

っ

た

。 
    

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

一

冊

。

物

語

途

中

か

ら

始

ま

っ

て

い

る

た

め

、

本

来

は

二

冊

本

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

現

存

部

分

は

「

舞

の

本

」

の

ひ

と

つ

で

あ

る

「

八

島

」

の

後

半

部

分

に

酷

似

し

て

お

り

、

同

一

の

物

語

と

考

え

ら

れ

る

。 
 

当

該

本

は

、

お

そ

ら

く

版

本

を

書

写

し

、

奈

良

絵

本

に

仕

立

て

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

物

語

後

半

、

弁

慶

が

継

信

・

忠

信

兄

弟

の

最

期

に

つ

い

て

語

る

部

分

の

み

が

現

存

す

る

。

な

お

、

謡

曲

に

も

同

内

容

を

扱

っ

た

「

八

島

」

が

あ

る

。 
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『

横

笛

草

紙

』

 
                             

 

【

内

容

】 
 

 12

 

建

礼

門

院

の

女

房

横

笛

と

斉

藤

瀧

口

時

頼

は

恋

仲

に

な

る

が

、

瀧

口

は

別

れ

を

教

訓

さ

れ

て

隠

遁

す

る

。

夢

告

に

よ

り

居

場

所

を

訪

ね

た

横

笛

に

瀧

口

は

会

お

う

と

せ

ず

、

二

人

は

門

の

内

外

で

歌

を

贈

答

す

る

。

そ

の

後

横

笛

は

大

井

川

で

入

水

し

、

そ

れ

を

知

っ

た

瀧

口

は

横

笛

の

菩

提

を

弔

う

べ

く

高

野

山

に

上

り

、

一

層

の

修

行

に

励

ん

だ

。 
 

武

士

を

中

心

に

描

い

た

作

品

で

あ

る

、

い

わ

ゆ

る

武

家

物

の

一

種

と

し

て

分

類

さ

れ

る

場

合

と

、

恋

愛

物

・

出

家

遁

世

譚

と

し

て

分

類

さ

れ

る

場

合

と

が

あ

る

。

も

と

は

『

平

家

物

語

』

の

挿

話

の

一

つ

で

あ

る

が

、

そ

こ

か

ら

横

笛

に

焦

点

を

当

て

、

独

自

の

物

語

を

形

成

し

て

い

る

。 
 

諸

本

は

古

写

本

の

系

統

２

種

と

、
刊

本

の

系

統

と

に

分

か

れ

る

。 
 

 
  

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

巻

子

一

軸

。

箱

入

り

。

も

と

は

冊

子

本

で

あ

っ

た

も

の

を

巻

子

本

に

改

装

し

た

も

の

で

あ

る

。

た

だ

し

改

装

に

際

し

、

二

紙

欠

落

、

ま

た

第

五

紙

と

第

六

紙

と

が

貼

り

違

え

ら

れ

て

い

る

。

欠

落

箇

所

は

、

系

譜

的

内

容

と

横

笛

の

出

自

を

語

る

冒

頭

部

分

の

一

紙

、

第

四

紙

の

あ

と

で

乳

母

か

ら

瀧

口

の

想

い

を

知

ら

さ

れ

た

横

笛

が

返

歌

を

し

た

た

め

る

く

だ

り

の

一

紙

と

推

定

さ

れ

て

い

る

。

本

文

は

、

古

写

本

の

系

統

の

う

ち

、

慶

應

義

塾

大

学

本

と

同

系

統

に

属

す

る

。 
  



 
『

よ

し

の

ふ

』

 
 

                           

 

【

内

容

】 
  

武

家

の

御

家

騒

動

物

。

宇

多

天

皇

の

御

代

、

越

前

・

加

賀

両

国

の

将

監

で

あ

っ

た

よ

し

の

ぶ

の

死

後

、

弟

の

源

太

二

郎

直

家

が

国

の

乗

っ

取

り

を

謀

る

が

、

よ

し

の

ぶ

の

忠

臣

よ

り

か

た

の

活

躍

で

源

太

は

討

た

れ

、

よ

し

の

ぶ

の

一

家

は

末

永

く

栄

え

た

。 
 

こ

う

し

た

復

讐

物

は

、

『

神

道

集

』

所

載

「

児

持

山

縁

起

」

な

ど

に

は

じ

ま

り

、

ひ

と

つ

の

グ

ル

ー

プ

を

な

す

が

（

「

ま

ん

じ

ゆ

の

前

」

「

と

も

な

が

」

「

村

松

の

物

語

」

ほ

か

）

、

そ

の

多

く

が

古

浄

瑠

璃

と

深

い

関

わ

り

を

持

つ

。 
 

本

作

品

も

、

古

浄

瑠

璃

の

筋

立

て

や

詞

章

を

も

と

に

、

子

ど

も

の

身

代

わ

り

（

「

あ

じ

ろ

の

草

子

」

「

を

と

き

り

」

ほ

か

）

、

鋸

引

き

で

の

斬

首

（

「

堀

江

物

語

」

「

村

松

の

物

語

」

ほ

か

）

な

ど

の

趣

向

を

加

え

た

も

の

で

あ

る

と

さ

れ

、

古

浄

瑠

璃

の

正

本

の

ご

と

き

を

草

子

化

し

て

成

立

し

た

も

の

と

み

ら

れ

る

。 
  

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

写

本

。

上

・

中

・

下

、

三

冊

。

挿

絵

十

六

枚

を

含

む

。

表

紙

は

紺

地

に

金

泥

で

秋

草

が

描

か

れ

、

そ

の

中

央

に

丹

紙

短

冊

形

の

題

簽

を

付

す

。

奥

書

は

な

く

、

書

写

者

・

書

写

年

次

な

ど

詳

細

は

不

明

で

あ

る

が

、
江

戸

初

期

、
寛

永

～

寛

文

頃

の

写

し

と

み

ら

れ

る

。 
 

欠

丁

が

原

因

と

思

わ

れ

る

物

語

の

不

連

続

が

数

カ

所

あ

る

ほ

か

、

錯

簡

も

あ

り

、
中

巻

の

2 4
丁

か

ら

2 6
丁

は

、
挿

絵

を

は

さ

ん

で

前

後

が

入

れ

替

わ

っ

て

い

る

。 
 

本

作

品

は

他

に

伝

本

が

な

く

、

広

島

大

学

蔵

本

の

み

が

残

る

。 
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『

頼

豪

阿

闍

梨

絵

巻

』

 
                            

 

【

内

容

】 
 

 14

 

書

名

は

、

『

山

王

霊

験

記

』

が

一

般

的

。

日

吉

山

王

の

利

生

霊

験

説

話

を

集

め

た

も

の

。

叡

山

第

二

十

六

代

座

主

院

源

、

暹

賀

・

聖

教

兄

弟

、

大

僧

正

良

真

、

桓

舜

僧

都

や

、

そ

れ

に

関

わ

る

山

王

霊

験

が

記

さ

れ

て

い

る

。 
        

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

巻

子

本

。

一

巻

。

組

紐

付

き

。

箱

入

り

。

表

紙

は

、

藍

色

、

唐

草

模

様

の

絹

の

布

表

紙

。

料

紙

は

、

楮

交

じ

り

斐

紙

。

奥

書

は

無

く

、
書

写

者

・

書

写

年

次

と

も

に

不

明

。
内

題

、
外

題

共

に

無

く

、

登

録

書

名

は

、

箱

に

二

箇

所

「

頼

豪

阿

闍

梨

絵

巻

」

と

墨

書

さ

れ

て

い

る

の

に

依

る

。

『

国

書

総

目

録

』

も

、

「

頼

豪

阿

闍

梨

絵

巻

 

ら

い

ご

う

あ

じ

や

り

え

ま

き

 

一

軸

 

絵

巻

 

広

島

大

」

と

し

て

掲

出

す

る

が

、

頴

川

美

術

館

本

（

一

巻

・

重

要

文

化

財

）

『

山

王

霊

験

記

』

と

ほ

ぼ

同

内

容

で

あ

る

。 
 

頴

川

美

術

館

本

に

つ

い

て

は

、

住

吉

如

慶

（1
5

9
9

～1
6

7
0

）

の

手

に

よ

る

模

本

の

存

在

が

知

ら

れ

て

お

り

（

現

在

東

京

国

立

博

物

館

所

蔵

）

、

当

該

本

に

つ

い

て

も

、

頴

川

美

術

館

本

の

模

本

で

あ

る

可

能

性

が

高

い

。

な

お

、

各

段

末

尾

に

は

、

本

文

に

相

応

す

る

絵

が

都

合

五

箇

所

み

え

る

。 
 



『

い

つ

く

嶋

』

 
                             

 

【

内

容

】 
  

人

間

と

し

て

の

神

の

前

世

を

説

く

、
い

わ

ゆ

る

本

地

物

の

一

種

。

こ

れ

は

厳

島

神

社

の

神

々

の

本

地

を

題

材

と

し

て

お

り

、

『

厳

島

の

本

地

』

と

も

称

す

る

。

天

竺

・

西

城

国

の

王

女

・

足

引

宮

と

、

彼

女

と

関

わ

り

を

持

っ

た

人

々

が

、

天

竺

で

の

苦

難

・

転

変

を

乗

り

越

え

て

日

本

に

到

来

、

や

が

て

厳

島

で

神

と

し

て

垂

迹

す

る

、

と

い

う

物

語

。

作

品

の

成

立

に

関

わ

っ

て

、

同

じ

く

本

地

物

の

一

種

で

あ

る

『

熊

野

の

本

地

』

と

の

似

通

い

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。 
 

諸

本

は

Ａ

・

Ｂ

二

系

統

に

大

別

さ

れ

、

Ａ

系

統

は

梅

沢

記

念

館

蔵

絵

巻

と

明

暦

二

年

版

本

。

対

し

て

、

江

戸

時

代

に

広

く

読

ま

れ

た

の

は

Ｂ

系

統

の

本

文

を

有

す

る

諸

本

で

あ

る

。 
    

【

広

島

大

学

図

書

館

蔵

本

に

つ

い

て

】 
  

巻

子

一

軸

の

残

欠

本

。

箱

入

り

。

料

紙

は

、

金

泥

及

び

青

色

で

山

水

花

鳥

模

様

の

下

絵

を

描

い

た

鳥

の

子

紙

を

使

い

、

縦

3 2
セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

横

4 9
セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

を

継

い

で

巻

子

と

し

て

い

る

。

表

紙

は

、

藍

色

地

に

金

泥

で

水

辺

草

を

描

い

て

い

る

。

奥

書

は

な

く

、

書

写

者

・

書

写

年

次

は

判

然

と

し

な

い

が

、

筆

跡

そ

の

他

の

状

況

か

ら

、

近

世

初

期

の

も

の

と

み

ら

れ

る

。 
 

上

巻

は

全

部

佚

し

、

下

巻

の

一

部

、

「

せ

ん

さ

い

わ

う

」

が

山

中

で

王

子

に

出

会

う

場

面

か

ら

あ

と

の

部

分

が

残

っ

て

い

る

。

Ｂ

系

統

の

諸

本

の

う

ち

、

続

群

書

類

従

本

に

最

も

近

い

か

。 
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〔

翻

刻

・

口

語

訳

〕

 

  
 

 

広

島

大

学

図

書

館

蔵 
  

 
 

 
 

 
 

『

す

ゝ

め

の

夕

か

ほ

』
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【
本
文
】 

い
ま
は
む
か
し
、
春
つ
か
た
日
う
ら
ゝ
か
な
る 

に
、
六
十
あ
ま
り
な
る
女
の
あ
り
け
る
か
、 

ま
こ
と
も
を
あ
ひ
し
て
ゐ
た
り
け
る
に
、 

に
は
に
す
ゝ
め
の
と
ひ
き
た
り
、
つ
い 

は
み
け
る
を
み
て
、
わ
ら
ん
へ
と
も
い
し 

を
と
り
て
う
ち
た
れ
は
、
す
ゝ
め
の
あ
し 

に
あ
た
り
て
、
ま
ろ
ひ
、
ふ
た
め
き
、
ま
と
ふ 

を
、
此
女
心
う
く
お
も
ふ
に
、
か
ら
す
の
ち
か
く 

と
ひ
か
け
り
け
れ
は
、
あ
な
か
な
し
や
、
と
ら 

れ
な
ん
と
お
も
ひ
て
、
い
そ
き
と
り
あ
け
（
１
オ
） 

い
き
し
か
け
、
い
た
は
り
、
よ
る
は
お
こ
け
に 

お
さ
め
、
ひ
る
は
ひ
さ
に
す
え
て
物
く
わ
せ
、 

く
す
り
を
な
め
さ
せ
な
と
す
る
を
、
子
と
も
、 

ま
こ
と
も
、
あ
は
れ
と
し
お
ひ
て
、
す
ゝ
め
を 

か
ひ
給
ふ
よ
と
て
、 

 
 
 

に
く
み 

 
 

わ
ら
へ
り
。
（
１
ウ
） 

   
 

〔
挿
絵 

第
一
図
〕
（
２
オ
） 

 

  

【
口
語
訳
】 

 

今
と
な
っ
て
は
も
う
昔
の
こ
と
、
春
頃
天
気
穏
や
か
で
、

齢
六
十
を
す
ぎ
た
女
が
い
た
が
、
孫
た
ち
と
遊
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
（
目
の
前
の
）
庭
に
雀
が
飛
ん
で
き
た
。
（
雀
が
餌

を
）
く
ち
ば
し
で
つ
つ
い
て
い
た
の
見
て
、
子
供
達
が
石
を

手
に
と
っ
て
（
雀
に
）
投
げ
つ
け
た
の
で
、
雀
の
足
に
当
た

っ
て
、
（
雀
は
）
転
ん
で
、
ば
た
ば
た
と
羽
を
ば
た
つ
か
せ

て
、
う
ろ
た
え
る
の
を
、
こ
の
女
は
可
哀
想
に
思
っ
て
い
る

と
、
カ
ラ
ス
が
そ
の
近
く
を
飛
び
交
っ
て
い
た
の
で
、
「
あ

あ
可
哀
想
に
、
（
こ
の
ま
ま
で
は
あ
の
雀
は
カ
ラ
ス
に
）
獲

ら
れ
て
し
ま
う
」
と
思
っ
て
、
急
い
で
（
雀
を
）
拾
い
上
げ

て
、
（
１
オ
） 

息
を
吹
き
か
け
、
手
当
を
し
て
、
（
そ
れ
か
ら
は
）
夜
は 

お

ご

け

麻
小
笥
に
（
雀
を
）
入
れ
て
、
昼
は
膝
に
（
雀
を
）
置
い
て

食
べ
物
を
与
え
て
、
薬
を
舐
め
さ
せ
た
り
す
る
の
を
、
（
女

の
）
子
供
や
、
孫
達
は
、
「
可
哀
想
に
（
お
婆
さ
ん
は
）
年

を
と
っ
て
は
、
雀
を
飼
い
な
さ
る
よ
」
と
い
っ
て
、
冷
や
か

し
て
、
笑
っ
た
。
（
１
ウ
） 
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か
く
て
日
か
す
を
へ
て
、
す
ゝ
め
あ
し
よ
く 

な
り
て
、
や
う

く
お
と
り
あ
る
き
ぬ
、
か
く 

い
た
は
り
、
や
し
な
ひ
け
る
心
さ
し
を
、
す
ゝ
め 

の
心
に
も
い
み
し
く
う
れ
し
き
と
お
も
ふ 

へ
し
。
あ
か
ら
さ
ま
に
よ
そ
へ
ゆ
く
と
て 

も
、
此
す
ゝ
め
よ
く
み
よ
、
物
く
は
せ
よ
、
な
と 

い
ひ
け
れ
は
、
子
、
ま
こ
な
と
、
あ
は
れ
、
な
ん 

て
う
す
ゝ
め
か
ひ
た
ま
ふ
よ
と
に
く
み
わ
ら 

へ
と
も
、
さ
す
か
い
と
を
し
け
れ
は
、
や
う 

く
い
た
は
る
ほ
と
に
、
か
い

く
し
く
（
２
ウ
） 

と
ひ
あ
る
き
け
り
。
い
ま
は
よ
も
か
ら
す
に
も 

と
ら
る
ま
し
き
と
お
も
ひ
て
、
女
手
に
す
ゑ 

さ
ゝ
け
て
、
ほ
か
に
出
た
れ
は
、
ふ
ら

く
と 

と
ん
て
、
こ
く
う
に
さ
り
に
け
り
。
う
れ
し
き 

も
の
ゝ
、
さ
す
か
日
こ
ろ
ふ
と
こ
ろ
の
う
ち
、
ひ 

さ
の
う
へ
に
て
か
ひ
そ
た
て
、
な
ら
ひ
た
れ 

は
、
な
こ
り
を
し
さ
は
か
き
り
も
な
し
。 

く
る
れ
は
こ
ゝ
に
お
さ
め
、
あ
く
れ
は
物
を 

く
は
せ
し
に
、
あ
わ
れ

く
、
つ
れ

く
に
も 

あ
る
か
な
。
又
、
と
ひ
き
た
れ
か
し
と
い
へ
は
、
（
３
オ
） 

    

 

こ
の
よ
う
に
し
て
日
が
た
ち
、
雀
の
足
は
良
く
な
っ
て
、

次
第
に
跳
ね
上
が
り
歩
い
た
。
こ
の
よ
う
に
（
雀
を
）
介
抱

し
て
、
餌
を
や
っ
て
育
て
た
（
女
の
）
愛
情
を
、
雀
の
心
に

も
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
女
が
）

ほ
ん
の
少
し
で
も
外
出
す
る
と
い
っ
て
も
、
「
こ
の
雀
を
よ

く
見
て
お
い
て
お
く
れ
。
餌
を
食
べ
さ
せ
て
お
く
れ
」
等
と

言
っ
た
の
で
、
（
女
の
）
子
供
や
、
孫
達
は
、
「
あ
あ･･･

ど

う
し
て
雀
な
ん
か
を
飼
は
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
冷
や

か
し
笑
う
が
、
（
女
は
）
そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
（
雀
が
）

可
愛
い
か
っ
た
の
で
、
徐
々
に
（
雀
の
）
治
療
を
す
る
内
に
、

（
雀
は
）
し
っ
か
り
と
（
２
ウ
） 

飛
び
は
ね
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。
「
今
は
ま
さ
か
カ
ラ
ス
に

も
獲
ら
れ
た
り
は
す
ま
い
」
と
思
っ
て
、
女
は
手
の
平
に
（
雀

を
）
の
せ
高
く
持
ち
上
げ
て
、
外
へ
出
た
と
こ
ろ
、
（
雀
は
）

ふ
ら
ふ
ら
と
飛
ん
で
、
大
空
に
去
っ
て
い
っ
た
。
（
女
は
）

嬉
し
い
気
持
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り

数
日
の
間
胸
の
中
、
膝
の
上
で
（
餌
を
）
与
え
養
い
育
て
て
、

（
雀
と
一
緒
な
の
が
）
馴
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
名

残
惜
し
さ
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
「
日
が
暮
れ
れ
ば
こ
こ

（
麻
小
笥
）
に
入
れ
て
、
日
が
明
け
れ
ば
餌
を
食
べ
さ
せ
て

い
た
の
に
、
な
ん
と
ま
あ
、
心
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
こ
と
よ
。
再
び
、
飛
ん
で
来
い
よ
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

（
３
オ
） 

 



                       

 

人
々
き
い
て
わ
ら
ひ
あ
へ
り
。
さ
て
、
廿
日
は 

か
り
あ
り
て
、
の
き
は
に
す
ゝ
め
の
い
た 

く
な
く
こ
ゑ
の
し
け
れ
は
、
女
き
ゝ
つ
け
て 

あ
り
し
す
ゝ
め
の
こ
ゑ
に
も
に
た
る
か
な
、 

も
し
日
こ
ろ
の
な
こ
り
を
し
た
ふ
て
き
た 

る
に
や
と
お
も
ふ
て
、
た
ち
い
て
み
れ
は
、 

か
の
す
ゝ
め
な
り
。
や
さ
し
や
、
な
ん
ち
は 

わ
れ
を
わ
す
れ
も
せ
す
し
て
き
た
る
か 

と
て
、
う
ち
ま
も
り
ゐ
た
る
に
、
す
ゝ
め 

う
れ
し
け
に
を
と
り
ま
は
り
て
、
く
ち
の
（
３
ウ
） 

 

う
ち
よ
り 

 
 
 
 

露
は
か
り
の 

 
 

も
の
を 

 
 

お
と
し
て
、 

 
 
 
 

又
と
ひ 

 
 

さ
り
け
り
。
（
４
オ
） 

   
 

〔
挿
絵 

第
二
図
〕
（
４
ウ
） 

    

 

人
々
は
（
女
の
言
葉
を
）
聞
い
て
冷
や
か
し
て
笑
っ
た
。
さ

て
、
二
十
日
程
過
ぎ
て
、
軒
端
で
雀
が
し
き
り
に
鳴
く
声
が

し
た
の
で
、
女
は
（
そ
の
声
に
）
気
付
い
て
「
あ
の
雀
の
鳴

き
声
に
似
て
い
る
こ
と
よ
、
も
し
か
し
て
私
に
飼
わ
れ
て
い

た
頃
の
名
残
惜
し
さ
を
恋
い
慕
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
」

と
思
っ
て
、
家
の
外
に
出
て
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
あ
の
雀

で
あ
っ
た
。
「
な
ん
と
情
の
あ
る
こ
と
か
。
お
前
は
私
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
（
こ
う
し
て
再
び
私
の
所
へ
）
や
っ
て
来
た

の
か
。
」
と
い
っ
て
、
（
雀
を
）
見
や
っ
て
い
る
と
、
雀
は

嬉
し
そ
う
に
飛
び
は
ね
く
る
く
る
回
っ
て
、
口
の
（
３
ウ
） 

中
か
ら
露
ほ
ど
の
大
き
さ
の
物
を
（
地
面
に
）
落
と
し
て
再

び
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
（
４
オ
） 
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女
、
な
に
ゝ
か
あ
ら
ん
、
す
ゝ
め
の
お
と
し
て 

い
ぬ
る
も
の
は
と
て
、
と
り
て
み
れ
は
、
ひ
さ 

こ
の
た
ね
を
た
ゝ
一
そ
お
と
し
を
き
た
り 

け
る
、
も
て
き
た
る
、
や
う
こ
そ
あ
ら
め
と 

て
、
と
り
て
も
ち
た
り
。
あ
な
い
み
し
、
す
ゝ 

め
の
物
を
得
て
、
た
か
ら
に
し
給
ふ 

と
て
、
子
と
も
の
わ
ら
へ
は
、
さ
あ
れ
、
う
へ
て 

み
ん
と
て
、
う
へ
た
れ
は
秋
に
な
る
ま
ゝ
に
、 

い
み
し
く
お
ひ
ひ
ろ
こ
り
て
、
た
ゝ
な
へ 

て
の
ひ
さ
こ
に
も
に
す
、
お
ほ
き
に
（
５
オ
） 

お
ほ
く
な
り
た
り
。
女
、
よ
ろ
こ
ふ
事
か 

き
り
な
し
。
と
な
り
、
あ
た
り
ち
か
き
さ
と
の 

人
々
に
く
は
り
あ
た
ふ
る
事
お
ひ
た
ゝ
し
、 

と
れ
と
も

く
、
つ
き
せ
さ
り
け
り
。
は
し 

め
、
わ
ら
い
し
子
と
も
、
む
ま
こ
と
も
、
い
ま
は 

ふ
し
き
の
お
も
ひ
を
な
し
て
、
よ
ろ
こ
ひ 

ゐ
た
り
。
か
く
て
、
と
り
つ
く
し
て
の
ち
に
、 

七
八
お
ほ
き
な
る
を
は
あ
ま
し
て
、
ひ
さ
こ 

の
た
ね
、
又
は
ひ
さ
こ
に
も
せ
は
や
と
お
も 

ひ
て
、
い
ゑ
の
う
ち
に
つ
り
て
そ
を
き
に
（
５
ウ
） 

  

  

女
は
、
「
何
だ
ろ
う
か
、
雀
が
落
と
し
て
行
っ
た
も
の
は
」

と
言
っ
て
、
手
に
と
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
瓢
の
実
を
た
っ
た

一
つ
の
み
落
と
し
置
い
た
の
を
、
「
（
わ
ざ
わ
ざ
私
の
為
に
）

持
っ
て
来
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
（
実

を
）
拾
っ
て
持
っ
て
い
た
。
「
お
や
ま
あ
、
あ
き
れ
た
こ
と
、

雀
（
が
落
と
し
て
い
っ
た
）
物
を
手
に
し
て
、
（
自
分
の
）

宝
物
に
し
な
さ
っ
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
、
子
供
が
笑
う
が
、

「
そ
れ
で
は
、
（
実
を
）
植
え
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
、
植

え
た
と
こ
ろ
秋
に
な
る
頃
に
は
、
大
変
大
き
く
成
長
し
て
、

た
だ
普
通
の
瓢
に
も
似
ず
、
大
き
く
（
５
オ
） 

た
く
さ
ん
の
（
実
が
）
成
っ
た
。
女
は
、
こ
の
上
な
く
喜
ん

だ
。
隣
や
、
近
隣
の
里
の
人
々
に
配
り
与
え
る
事
大
変
な
数

で
あ
る
、
（
瓢
を
）
採
っ
て
も
採
っ
て
も
、
無
く
な
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
最
初
、
笑
っ
て
い
た
子
供
や
、
孫
達
は
、
今

と
な
っ
て
は
思
い
が
け
な
い
目
に
あ
っ
て
、
喜
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
（
瓢
を
）
取
り
尽
く
し
た
後
に
、
「
七

つ
八
つ
（
格
別
に
）
大
き
な
の
を
残
し
て
、
瓢
の
種
、
或
い

は
ひ
ょ
う
た
ん
に
も
し
た
い
」
と
思
っ
て
、 

家
の
中
で
吊
っ
て
お
い
（
５
ウ
）
た
。 

   



                       

  

け
る
。
月
こ
ろ
も
過
ぬ
れ
は
、
い
ま
は
よ
く
な
り 

ぬ
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、
と
り
お
ろ
し
て
み
れ
は
、 

ひ
さ
こ
よ
り
お
ほ
き
に
お
も
か
り
け
り
。
あ
や 

し
み
、
く
ち
を
あ
け
、
み
れ
は
、
し
ろ
き
も
の
ゝ 

い
り
た
り
。
何
に
か
あ
ら
ん
と
て
、
う
ち
う
つ
し 

て
み
れ
は
、
白
米
に
て
そ
あ
り
け
る
。
お
も
ひ 

か
け
す
、
ふ
し
き
に
お
も
ひ
、
お
ほ
き
な
る
う
つ 

わ
も
の
に
う
つ
し
入
て
み
る
に
、
米
の
つ
き 

す
る
事
さ
ら
に
な
か
り
け
り
。
か
す

く
の 

も
の
に
う
つ
し
た
れ
と
も
、
ひ
さ
こ
の
う
ち
に
は
、
（
６
オ
） 

も
と
の
こ
と
く
に
み
ち

く
た
り
。
こ
れ
は 

た
ゝ
事
に
あ
ら
し
、
す
ゝ
め
の
と
く
を
ほ
う 

し
て
、
か
く
の
こ
と
く
に
す
る
に
こ
そ
と
、
あ 

さ
ま
し
く
、
う
れ
し
く
て
、
物
に
よ
く

く 

し
た
ゝ
め
を
き
、
さ
て
、
の
こ
り
の
ひ
さ
こ
を
も 

と
り
お
ろ
し
つ
ゝ
み
れ
は
、
お
な
し
や
う 

に
米
み
ち
て
そ
侍
り
け
る
。
（
６
ウ
） 

   
 

〔
挿
絵 

第
三
図
〕
（
７
オ
） 

  

   

数
ヶ
月
程
過
ぎ
た
の
で
、
「
今
は
よ
い
具
合
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
よ
」
と
思
っ
て
、
取
り
降
ろ
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
（
通
常
の
）
ひ
ょ
う
た
ん
よ
り
は
る
か
に
重
か
っ
た
。

（
女
は
）
不
審
に
思
い
、
（
ひ
ょ
う
た
ん
の
）
口
を
開
け
て
、

中
を
見
た
と
こ
ろ
、
白
い
物
が
入
っ
て
い
た
。
「
何
で
あ
ろ

う
か
」
と
言
っ
て
、
（
他
の
入
れ
物
に
）
ち
ょ
っ
と
移
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
白
米
で
あ
っ
た
。
思
い
も
よ
ら
ず
、
不
思
議

に
思
っ
て
、
大
き
な
器
に
（
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
身
を
）
移
し

入
れ
た
と
こ
ろ
、
（
出
て
く
る
）
米
が
尽
き
る
こ
と
は
全
く

な
か
っ
た
。
色
々
な
入
れ
物
に
（
米
を
）
移
し
て
み
た
が
、

ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
は
、
（
６
オ
） 

（
お
米
が
）
も
と
の
よ
う
に
満
々
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
尋
常

で
は
な
い
、
雀
の
恵
み
を
受
け
て
、
こ
の
よ
う
に
（
私
は
）

し
て
い
る
の
だ
と
、
驚
き
、
嬉
し
く
て
、
（
ひ
ょ
う
た
ん
を
）

入
れ
物
に
厳
重
に
し
ま
っ
て
置
い
て
、
さ
て
、
残
り
の
ひ
ょ

う
た
ん
ま
で
も
取
り
降
ろ
し
て
は
取
り
降
ろ
し
て
は
し
て
は

し
て
見
る
と
、
同
様
に
米
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
６

ウ
） 
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こ
れ
を
う
つ
し
て
は
、
つ
か
ひ

く
す
る
ほ
と 

に
、
よ
ろ
つ
心
の
ま
ゝ
に
な
り
、
お
も
ふ
ま
ゝ 

に
た
か
ら
を
も
と
め
、
あ
つ
む
れ
と
も
、
つ
ゐ 

に
よ
ね
の
へ
る
事
な
か
り
し
か
は
、 

い
ゑ
と
み
、
た
の
し
み
、
子
と
も
、
む
ま
こ
、
は
ん 

し
や
う
し
、
そ
の
さ
と
の
こ
と
は
申
に
お
よ
は 

す
、
ち
か
き
あ
た
り
、
さ
と

く
も
、
み
な

く
、 

こ
れ
か
け
ん
そ
く
と
な
り
て
、
を
ん
を
か
う 

ふ
り
、
と
く
を
う
け
、
な
ひ
き
し
た
か
ふ
人 

お
ほ
か
り
け
り
。
さ
れ
は
、
こ
れ
を
み
き
く
ひ
と
（
７
ウ
） 

こ
と
に
あ
さ
み
、
い
み
し
き
事
に
う
ら
や
み
け
り
。 

そ
の
と
な
り
の
家
に
侍
り
け
る
女
の
子
と
も 

の
い
ふ
や
う
、
お
な
し
事
な
れ
と
、
人
は
か
く 

こ
そ
あ
れ
、
は
か

く
し
き
こ
と
も
え
し
い
て 

た
ま
は
す
、
な
と
い
は
れ
て
、
と
な
り
の
う
は
、
此 

女
は
う
の
も
と
に
き
た
り
て
、
さ
て
も

く 

こ
は
い
か
な
り
し
事
そ
、
す
ゝ
め
の
な
と
は
ほ 

の
き
け
と
、
よ
く
は
え
し
ら
ね
は
、
も
と
あ
り 

け
ん
や
う
、
あ
る
ま
ゝ
に
か
た
り
給
へ
と
い
へ
は
、 

ひ
さ
こ
の
た
ね
を
一
お
と
し
た
り
し
を
う
ゑ
（
８
オ
） 

  

  

（
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
の
）
米
を
移
し
て
は
、
（
い
ろ
ん
な
事

に
）
つ
か
っ
て
は
つ
か
っ
て
は
す
る
内
に
、
全
て
（
女
の
）

思
い
通
り
に
な
っ
て
、
欲
し
い
ま
ま
に
財
宝
を
買
い
求
め
、

（
家
に
）
買
い
集
め
た
が
、
最
後
ま
で
（
ひ
ょ
う
た
ん
の
）

米
が
減
る
事
は
な
か
っ
た
の
で
、
家
に
は
財
産
が
増
え
、
富

裕
に
な
り
、
（
女
の
）
子
供
や
、
孫
は
、
栄
え
て
、
（
女
の

住
む
）
里
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
（
そ
の
里
の
）
近
隣
の
、

里
々
も
、
あ
ま
ね
く
、
（
女
の
）
配
下
の
よ
う
な
者
と
な
っ

て
、
恵
み
を
受
け
、
富
を
受
け
、
（
女
に
）
付
き
従
う
人
は

多
か
っ
た
。
し
か
れ
ば
、
こ
の
事
を
聞
き
知
っ
た
人
は
（
７

ウ
） 

非
常
に
び
っ
く
り
し
て
、
大
変
な
事
と
羨
ん
だ
。
そ
の
（
女

の
）
隣
の
家
に
住
ん
で
い
た
女
の
子
供
が
言
う
に
は
、
「
同

じ
（
年
寄
り
）
な
の
に
、
お
隣
は
あ
の
よ
う
な
こ
と
よ
、
（
う

ち
の
は
）
頼
み
が
い
が
あ
る
こ
と
も
お
出
来
に
な
ら
な
い
」
、

等
と
（
憎
ま
れ
口
を
）
言
わ
れ
て
、
隣
に
住
ん
で
い
る
老
女

は
、
こ
の
女
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
、
「
な
ん
と
ま
あ
こ

れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
か
、
雀
が
ど
う
の
こ
う
の
と
は
少
し

耳
に
入
っ
て
は
い
る
が
、
詳
し
い
事
情
は
知
り
得
な
い
の
で
、

事
の
初
め
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
に
お
話
し
下
さ
い
」
と
言
っ

た
の
で
、
（
か
の
女
は
）
「
瓢
の
種
を
（
雀
が
）
一
つ
落
と

し
た
の
を
植
え
（
８
オ
） 



   

 23 

                

     

  

た
り
し
よ
り
、
あ
る
事
な
り
と
て
、
こ
ま
か
に 

も
い
は
ぬ
を
、
な
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
の
た
ま
へ 

と
、
せ
ち
に
と
へ
は
、
心
せ
は
く
か
く
す
へ
き
事 

か
は
と
お
も
ひ
て
、
か
う

く
こ
し
お
れ
た
る 

す
ゝ
め
の
あ
り
し
を
、
や
し
な
ひ
た
り
し
を 

う
れ
し
く
思
ひ
け
る
に
や
、
ひ
さ
こ
の
た
ね 

を
一
も
ち
て
き
た
り
、
そ
れ
を
う
へ
た
れ
は
、 

か
や
う
に
な
り
た
る
な
り
と
い
へ
は
、
さ
ら
は
、 

そ
の
た
ね
を
一
た
へ
と
い
ふ
。
い
や

く
、
そ
れ
に 

入
た
る
よ
ね
な
と
を
は
ま
い
ら
せ
ん
。
た
ね
は
（
８
ウ
） 

あ
る
へ
き
こ
と
に
も
あ
ら
す
、
さ
ら
に
え
な
ん 

ち
ら
す
ま
し
と
て
と
ら
せ
ね
は
、
わ
れ
も
い
か 

て
こ
し
お
れ
た
ら
ん
す
ゝ
め
み
つ
け
て
か 

は
ん
と
お
も
ひ
て
、
め
を
し
は
た
ゝ
き
て
み
れ 

と
も
、
こ
し
お
れ
た
る
す
ゝ
め
、
さ
ら
に
み
つ
け 

す
。
つ
と
め
て
こ
と
に
う
か
ゝ
ひ
み
れ
は
、
せ
と
の 

か
た
に
、
米
の
ち
り
た
る
を
く
ふ
と
て
、 

す
ゝ
め
の
お
と
り
あ
り
く
を
み
て
、
い
し
を 

と
り
て
、
も
し
や
と
て
う
つ
に
、
あ
ま
た
の
な
か 

に
、
た
ひ

く
う
ち
ぬ
る
ほ
と
に
、
を
の
つ
か
ら
（
９
オ
） 

  

 

て
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
、
つ
ぶ
さ

に
は
語
ら
な
か
っ
た
の
を
、
「
や
は
り
（
起
こ
っ
た
事
を
）

あ
り
の
ま
ま
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
熱
心
に
頼

む
の
で
、
「
器
量
小
さ
く
隠
し
だ
て
す
る
事
で
あ
ろ
う
か
（
い

や
そ
の
よ
う
な
事
は
な
い
）
」
と
思
っ
て
、
「
実
は
こ
の
よ

う
に
腰
の
折
れ
た
雀
が
い
た
の
を
、
介
抱
し
た
と
こ
ろ
（
雀

が
）
あ
り
が
た
く
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
瓢
の
種
を
一
つ

持
っ
て
き
て
、
（
私
が
）
そ
れ
を
（
地
面
に
）
植
え
た
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
そ

れ
な
ら
、
そ
の
種
を
一
つ
私
に
や
っ
て
下
さ
い
な
」
と
言
う
。

（
か
の
女
は
）
「
い
や
い
や
、
ひ
ょ
う
た
ん
に
入
っ
て
い
る

米
な
ら
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
種
は
（
８
ウ
） 

あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
、
決
し
て
よ
そ
に
散
ら
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
与
え
な
か
っ
た
の
で
、
（
隣
の
女
は
）

「
私
も
な
ん
と
か
し
て
腰
の
折
れ
た
よ
う
な
雀
を
見
つ
け
て

飼
っ
て
や
ろ
う
」
と
思
っ
て
、
し
き
り
に
ま
ば
た
き
を
し
つ

つ
探
し
て
み
る
が
、
腰
の
折
れ
た
雀
は
、
全
く
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
早
朝
大
変
熱
心
に
辺
り
を
見
回
し
て
い
る

と
、
勝
手
口
の
方
に
、
米
の
散
ら
か
っ
た
の
を
食
べ
よ
う
と
、

雀
が
飛
び
跳
ね
て
い
る
の
を
見
て
、
（
女
は
）
石
を
手
に
と

っ
て
、
「
ま
ま
よ
」
と
い
っ
て
（
石
を
）
投
げ
つ
け
た
と
こ

ろ
、
あ
ま
た
の
雀
の
輪
の
中
に
、
何
度
も
（
石
を
）
投
げ
つ

け
た
の
で
、
自
然
と
（
９
オ
） 



                       

 

う
ち
あ
て
ら
れ
て
、
え
と
は
ぬ
す
ゝ
め
の
あ
り 

け
れ
は
、
よ
ろ
こ
ひ
つ
ゝ
と
り
も
ち
て
、
な 

を

く
こ
し
を
う
ち
お
り
て
の
ち
に
、
物
を 

く
は
せ
、
く
す
り
な
め
さ
せ
な
と
し
て
を
き
た
り
。 

た
ゝ
ひ
と
つ
の
と
く
を
う
る
さ
へ
、
か
く
あ
れ
は
、 

ま
し
て
あ
ま
た
な
ら
は
、
い
か
に
た
の
し
か
る
ら
ん
。 

あ
の
と
な
り
の
女
に
は
ま
さ
り
て
、
子
と
も 

に
ほ
め
ら
れ
ん
と
お
も
ひ
て
、
庭
に
よ
ね
う
ち 

ま
き
て
う
か
ゝ
ゐ
た
れ
は
、
す
ゝ
め
と
も
あ
ま 

た
と
ひ
き
た
り
つ
ゝ
、
（
９
ウ
） 

 
 

つ
い
は
む 

 
 

を
う
ち

く 
 

 
 

し
た
れ
は
、 

 
 
 
 

や
か
て
、 

 
 

ま
た
二
の
こ
し
を 

 
 

 
う
ち
を
り 

 
 

 
 
 

た
り
け
り
。
（
10
オ
） 

   
 

〔
挿
絵 

第
四
図
〕
（
10
ウ
） 
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（
石
を
）
当
て
ら
れ
て
、
飛
ぶ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
雀

が
い
た
の
で
、
（
女
は
）
喜
ん
で
は
喜
ん
で
は
し
て
は
し
て

手
に
取
っ
て
持
ち
、
さ
ら
に
腰
を
折
っ
た
後
で
、
餌
を
与
え
、

薬
を
く
ち
ば
し
に
つ
け
る
な
ど
し
て
お
い
た
。
「
た
っ
た
一

羽
の
雀
を
助
け
て
得
る
徳
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、

ま
し
て
や
多
く
の
雀
を
助
け
て
多
く
の
徳
を
得
た
な
ら
、
ど

れ
程
楽
し
い
事
で
あ
ろ
う
か
。
あ
の
隣
の
女
に
勝
っ
て
、
子

供
に
褒
め
ら
れ
よ
う
」
と
思
っ
て
、
庭
に
米
を
少
し
蒔
い
て

様
子
を
窺
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
雀
た
ち
が
た
く
さ
ん
（
９
ウ
） 

飛
ん
で
は
飛
ん
で
は
来
て
は
来
て
、
（
米
を
）
つ
い
ば
ん
で

い
る
雀
に
石
を
投
げ
つ
け
投
げ
つ
け
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ま

ま
、
ま
た
二
羽
の
（
雀
の
）
腰
を
少
し
折
っ
た
の
だ
っ
た
。

（
10
オ
） 
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い
ま
は
か
は
か
り
に
て
あ
り
な
ん
と
お
も
ふ
て
、 

こ
し
お
れ
た
る
す
ゝ
め
、
三
つ
を
お
け
に
い
れ
て
、 

く
す
り
を
こ
そ
け
て
、
な
め
さ
せ
な
と
し
て
、 

月
日
ふ
る
ほ
と
に
、
み
な
よ
く
な
り
た
れ
は
、 

よ
ろ
こ
ひ
て
、
ほ
か
に
と
り
い
て
た
れ
は
、
ふ
ら 

く
と
し
て
み
な
と
ひ
さ
り
ぬ
。
い
み
し
き 

わ
さ
し
た
り
と
お
も
へ
と
も
、
す
ゝ
め
は
こ
し 

う
ち
お
ら
れ
、
月
比
、
こ
め
を
か
れ
し
こ
と
を
、 

よ
に
ね
た
し
と
そ
お
も
ひ
け
る
。
う
は
は
い
ま 

や
す
ゝ
め
か
く
る
や

く
と
、
ほ
か
に
い
て
ゝ
（
11
オ
） 

そ
ら
を
う
ち
な
か
め
、
あ
け
く
れ
ま
つ
ほ
と
に
、 

さ
て
、
十
日
は
か
り
あ
り
て
、
此
す
ゝ
め
と
も 

き
た
れ
は
、
よ
ろ
こ
ひ
て
、
ま
つ
く
ち
に
物
や
く 

は
へ
た
る
と
み
る
に
、
ひ
さ
こ
の
た
ね
を
一
つ
つ
ゝ 

お
と
し
て
さ
り
ぬ
。
さ
れ
は
よ
と
う
れ
し
く
て 

と
り
て
、
三
と
こ
ろ
に
う
へ
て
け
る
。
れ
い
よ
り 

も
す
る

く
と
お
ひ
た
ち
て
、
い
み
し
く
お
ほ 

き
に
な
り
た
り
。
こ
れ
は
い
と
お
ほ
く
も
な
ら 

す
、
七
八
に
な
り
た
る
。
こ
れ
を
う
は
ゑ
み
て
、 

子
と
も
に
い
ふ
や
う
、
は
か

く
し
き
事
（
11
ウ
） 

   

 

今
の
と
こ
ろ
こ
れ
ぐ
ら
い
で
よ
か
ろ
う
と
思
っ
て
、
腰
の
折

れ
た
雀
、
三
羽
を
桶
に
入
れ
て
、
（
銅
を
）
薬
と
し
て
削
っ

て
、
く
ち
ば
し
に
つ
け
た
り
な
ど
し
て
、
月
日
が
経
つ
頃
に
、

三
羽
と
も
怪
我
が
よ
く
な
っ
た
の
で
、
（
女
は
）
喜
ん
で
、

（
桶
か
ら
雀
を
）
外
に
取
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
（
雀
は
）
お

ぼ
つ
か
な
い
様
子
で
三
羽
と
も
飛
び
去
っ
た
。
（
女
は
）
「
す

ば
ら
し
い
こ
と
を
し
た
」
と
思
っ
て
い
る
が
、
雀
は
腰
を
少

し
折
ら
れ
て
、
数
ヶ
月
こ
の
か
た
、
（
庭
に
罠
と
し
て
）
米

を
置
か
れ
た
こ
と
を
、
大
変
憎
ら
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
老

女
は
今
に
も
雀
が
や
っ
て
来
る
か
や
っ
て
来
る
か
と
、
外
に

出
て
（
11
オ
） 

空
を
見
や
っ
て
、
日
が
な
一
日
待
っ
て
い
る
内
に
、
さ
て
、

十
日
程
た
っ
て
、
こ
の
雀
た
ち
が
や
っ
て
来
た
の
で
、
（
女

は
）
喜
ん
で
、
最
初
に
「
口
に
物
を
く
わ
え
て
い
る
か
」
と

見
た
と
こ
ろ
、
瓢
の
種
を
一
つ
づ
つ
落
と
し
て
去
っ
て
い
っ

た
。
「
思
っ
た
通
り
だ
」
と
喜
ん
で
（
種
を
）
取
っ
て
、
（
家

の
庭
の
）
三
カ
所
に
植
え
た
。
い
つ
も
よ
り
す
く
す
く
と
成

長
し
て
、
大
変
大
き
く
な
っ
た
。
（
但
し
）
実
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
ら
ず
、
七
つ
八
つ
ほ
ど
な
っ
た
。
こ
れ
を
（
み
て
）

老
女
は
笑
っ
て
、
（
自
分
の
）
子
供
に
言
う
こ
と
に
は
、
「
た

い
し
た
事
は
（
11
ウ
） 
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し
い
て
す
と
い
へ
り
し
か
と
、
わ
れ
は
と
な
り
の 

女
に
は
ま
さ
り
な
ん
と
い
へ
は
、
け
に
さ
も 

あ
ら
ん
と
お
も
ひ
て
、
こ
れ
は
、
か
す
の
す
く
な
く 

な
り
け
れ
は
、
よ
ね
お
ほ
く
と
ら
ん
と
て
、 

人
に
も
く
は
せ
す
、
わ
れ
も
く
わ
す
。
子
と
も 

か
い
ふ
や
う
、
と
な
り
の
女
は
う
は
、
さ
と
と
な 

り
の
人
々
に
も
く
は
せ
、
わ
れ
も
く
い
な
と
こ
そ 

せ
し
か
、
こ
れ
は
ま
し
て
三
か
た
ね
な
り
、
わ
れ 

も
く
ひ
、
人
に
も
く
は
せ
ら
れ
よ
と
い
へ
は
、
け
に 

も
と
お
も
ひ
て
、
ち
か
き
、
と
な
り
の
人
に
も
（
12
オ
） 

く
は
せ
、
わ
れ
も
く
い
に
く
ひ
、
子
と
も
に
も 

く
は
す
る
に
、
そ
の
に
か
き
事
い
ふ
は
か
り 

な
し
。
く
い
た
る
人
こ
と
に
、
こ
ゝ
ち
を
ま
と
は 

し
、
物
を
つ
き
て
な
や
め
り
。
と
な
り
の
人 

く
こ
ゝ
ち
を
そ
ん
し
、
あ
つ
ま
り
て
、
あ
な 

お
そ
ろ
し
や
、
い
か
な
る
物
を
か
く
は
せ
た 

る
ら
ん
、
物
を
つ
き
ま
と
ひ
て
し
ぬ
は
か
り 

こ
そ
あ
れ
と
、
は
ら
を
た
ち
て
い
ひ
せ
た 

く
れ
は
、
あ
る
し
の
女
ほ
う
を
は
し
め
て
、 

子
と
も
、
ま
こ
と
も
、
み
な

く
物
も
お
ほ
え
す
（
12
ウ
） 

   

 

出
来
は
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
私
は
隣
の
女
に
勝
っ
て

い
よ
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
本
当
に
そ
う
あ
っ
て
欲
し

い
も
の
だ
」
と
思
っ
て
、
実
は
、
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

米
を
多
く
収
穫
し
よ
う
と
思
っ
て
、
他
人
に
も
食
べ
さ
せ
ず
、

自
分
も
食
べ
な
い
。
（
女
の
）
子
供
が
言
う
に
は
、
「
隣
の

女
は
、
里
や
隣
近
所
の
人
々
に
も
食
べ
さ
せ
て
、
自
分
も
食

べ
る
な
ど
し
て
い
た
、
こ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
は
ま
し
て
三

つ
の
種
で
あ
る
、
自
分
も
食
べ
、
他
人
に
も
食
べ
さ
せ
な
さ

れ
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
「
本
当
に
そ
の
通
り
だ
」
と
思
っ

て
、
近
所
や
、
隣
の
人
に
も
（
12
オ
） 

食
べ
さ
せ
、
自
分
も
食
べ
に
食
べ
て
、
子
供
に
も
食
べ
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
そ
の
（
味
の
）
苦
い
事
と
い
っ
た
ら
言
い
よ
う

も
な
い
。
食
べ
た
人
は
皆
、
気
分
を
悪
く
し
て
、
嘔
吐
し
て
、

臥
せ
っ
て
し
ま
っ
た
。
隣
近
所
の
人
達
は
気
分
を
悪
く
し
、

集
ま
っ
て
（
言
う
こ
と
に
は
）
、
「
あ
あ
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
、

（
あ
の
女
は
）
ど
ん
な
物
を
（
私
た
ち
に
）
食
べ
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
か
。
吐
き
気
が
し
て
（
今
に
も
）
死
に
そ
う
で
あ
る

こ
と
よ
」
と
、
腹
を
立
て
て
（
女
の
家
に
行
っ
て
）
激
し
く

言
い
立
て
た
と
こ
ろ
、
主
人
で
あ
る
女
を
は
じ
め
、
（
女
の
）

子
供
、
孫
達
も
、
皆
茫
然
自
失
と
な
っ
て
（
12
ウ
） 

   



 

                      

  

つ
き
ち
ら
し
て 

 
 

ふ
せ
り
、
う
め
き 

 
 

 
 

あ
ひ
た
れ
は
、 

 
 
 
 

い
ふ
か
ひ 

 
 

 
 

な
く
て
そ 

 
 

 

か
へ
り 

 
 

 
 
 

け
る
。
（
13
オ
） 

   
 

〔
挿
絵 

第
五
図
〕
（
13
ウ
） 

  
か
く
て
一
二
日
も
過
ぬ
れ
は
、
た
れ
も

く 
心
ち
や
う

く
な
を
り
に
け
り
。
女
お
も
ふ 

や
う
、
み
な

く
こ
め
に
な
ら
ん
と
す
る
も 

の
を
い
そ
き
て
く
い
た
れ
は
、
か
く
あ
や 

し
か
り
け
る
な
め
り
と
お
も
ひ
て
、
の
こ
り 

を
み
な

く
い
へ
の
う
ち
に
つ
り
て
そ 

を
き
に
け
る
。
さ
て
月
こ
ろ
を
へ
て
、
い
ま 

は
よ
く
な
る
ら
ん
、
よ
ね
う
つ
し
い
れ
ん 

と
て
、
う
つ
わ
物
と
も
を
こ
し
ら
へ
て
、
う
れ 

し
と
お
も
へ
は
、
さ
も
な
き
く
ち
を
み
ゝ
（
14
オ
） 

 

 

吐
き
散
ら
し
て
、
臥
せ
っ
て
、
お
互
い
に
呻
い
て
い
た
の
で
、

（
隣
近
所
の
人
達
は
）
言
う
甲
斐
な
く
帰
っ
て
い
っ
た
。 

（
13
オ
） 

こ
の
よ
う
に
し
て
一
両
日
も
過
ぎ
た
の
で
、
誰
も
彼
も
気
分

が
よ
う
や
く
治
っ
た
。
女
が
思
う
に
、
皆
が
米
に
な
り
か
け

の
も
の
を
急
い
で
食
べ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
怪
し
い
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
残
り
（
の
実
）
を
全
て
家

の
中
に
吊
っ
て
お
い
た
。
さ
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
、
「
今
は

よ
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
、
米
を
（
他
の
器
に
）
移
し
入
れ
よ

う
」
と
言
っ
て
、
器
物
な
ど
を
作
っ
て
、
嬉
し
く
思
っ
た
の

で
、
大
き
く
も
な
い
口
を
耳
（
14
オ
） 
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の
も
と
ま
て
、
ひ
と
り
ゑ
み
し
て
、
ひ
さ
こ
の 

く
ち
を
あ
け
た
れ
は
、
あ
ぶ
、
は
ち
、
む
か
て
、 

と
か
け
、
く
ち
な
わ
な
と
い
て
ゝ
、
め
は
な
と 

も
い
は
す
、
ひ
し
と
身
に
と
り
つ
き
て
、
さ
せ
と 

も
う
は
は
い
た
さ
も
お
ほ
え
す
。
た
ゝ
よ
ね
の 

こ
ほ
れ
か
ゝ
る
そ
と
お
も
ふ
て
、
し
は
し
ま
ち 

た
ま
へ
、
す
ゝ
め
よ
、
す
こ
し
つ
ゝ
と
ら
ん
と 

い
ふ
に
、
七
八
の
ひ
さ
こ
よ
り
こ
ゝ
ら
の
と
く 

む
し
と
も
い
て
ゝ
、
子
と
も
を
も
さ
し
く
ひ
、 

う
は
を
は
さ
し
こ
ろ
し
て
け
り
。
す
ゝ
め
の
（
14
ウ
） 

こ
し
を
う
ち
お
ら
れ
て
ね
た
し
と
お
も
ふ
て
、 

よ
ろ
つ
の
む
し
と
も
を
か
た
ら
ひ
て
い
れ 

た
り
け
り
。
と
な
り
の
す
ゝ
め
は
、
も
と
よ
り 

こ
し
を
う
ち
お
ら
れ
て
、
か
ら
す
の
く
い
ぬ
へ
き 

を
や
し
な
ひ
て
い
け
た
れ
は
、
う
れ
し
く 

お
も
ひ
て
あ
た
へ
け
る
。
こ
れ
は
も
の
う
ら
や
み 

て
、
わ
さ
と
こ
し
を
う
ち
お
り
て
や
う

く 

こ
し
ら
へ
た
る
事
な
れ
は
、
い
か
に
す
ゝ
め 

か
う
れ
し
か
る
へ
き
や
。
さ
れ
は
物
う
ら
や
み 

は
、
す
ま
し
き
事
な
り
。
さ
て
、
か
の
う
は
は
（
15
オ
） 

   

 

元
ま
で
（
広
げ
て
）
、
一
人
笑
い
を
し
て
、
ひ
ょ
う
た
ん
の

口
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
虻
や
、
蜂
や
、
ム
カ
デ
や
、
ト
カ
ゲ

や
、
蛇
な
ど
が
出
て
き
て
、
目
や
鼻
と
言
わ
ず
、
し
っ
か
り

と
全
身
に
取
り
付
い
て
、
刺
す
が
女
は
（
あ
ま
り
の
事
に
）

痛
さ
も
感
じ
な
い
。
た
だ
「
米
が
こ
ぼ
れ
降
っ
て
く
る
の
だ
」

と
思
っ
て
、
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
な
さ
い
、
雀
よ
、
少
し
つ

づ
（
米
を
）
取
ろ
う
」
と
言
う
の
に
、
七
つ
八
つ
の
ひ
ょ
う

た
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
毒
虫
た
ち
が
出
て
、
子
供
を
も
刺
し

て
、
女
を
刺
し
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
雀
が 

（
14
ウ
） 

腰
を
打
ち
折
ら
れ
て
憎
い
と
思
っ
て
、
全
て
の
虫
た
ち
と
結

託
し
て
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
隣
の
（
女
が
飼
っ
た
）
雀
は
、

最
初
か
ら
（
子
供
に
）
腰
を
折
ら
れ
て
、
カ
ラ
ス
の
餌
食
に

な
る
は
ず
だ
っ
た
の
を
介
抱
し
た
の
で
、
（
雀
は
）
嬉
し
く

思
っ
て
（
種
を
）
与
え
た
。
死
ん
だ
女
は
（
隣
の
女
を
）
羨

ん
で
、
わ
ざ
と
（
雀
の
）
腰
を
折
っ
て
よ
う
や
く
仕
向
け
た

事
で
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
雀
が
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
か
（
い
や
、

そ
ん
な
は
ず
は
な
い
）
。
そ
う
で
あ
る
の
で
物
を
羨
む
こ
と

は
、
す
る
べ
き
事
で
は
な
い
。
さ
て
、
あ
の
女
は
（
15
オ
） 
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つ
ね
に
物
を
あ
わ
れ
み
て
、
し
ひ
ふ
か
ゝ
り 

し
ゆ
へ
に
こ
そ
、
す
ゝ
め
を
も
や
し
な
ひ
、
い
た 

は
り
た
る
な
り
。
ま
し
て
人
に
は
な
さ
け 

い
と
ふ
か
ゝ
り
し
に
よ
り
て
、
か
み
ほ
と
け
も 

を
の
つ
か
ら
い
の
ら
さ
れ
と
も
、
御
め
く
み
ま
し 

く
て
、
か
ゝ
る
ふ
し
き
も
あ
り
け
る
な
り
。 

そ
の
子
、
む
ま
こ
の
す
ゑ

く
に
い
た
る 

ま
て
、
か
の
ひ
さ
こ
を
と
り
つ
た
へ
、
心
の
ま
ゝ 

に
よ
ね
を 

 
 
 

う
つ
し
つ
か
へ
と
も
、
（
15
ウ
） 

 
 
 

つ
か
へ 

 

と
も
、
さ
ら
に 

 
 
 
 

つ
き
す
る
事 

 
 
 

も
な
く
、 

 
 

め
て
た
き 

 
 
 

と
く
に
ん
と
そ 

 
 

 
き
こ
え 

 
 

 
 
 

け
る
。
（
16
オ
） 

      

常
に
物
を
哀
れ
ん
で
、
慈
悲
深
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
雀
で
も

養
っ
て
、
看
護
し
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
人
間
に
対
し
て
は

情
け
が
大
変
深
か
っ
た
の
で
、
神
仏
も
（
女
自
身
が
）
神
仏

に
祈
ら
な
く
て
も
、
御
恵
を
お
与
え
に
な
ら
れ
て
、
こ
の
よ

う
な
不
思
議
な
事
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
子
、
孫
の
代

ま
で
、
あ
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
伝
え
て
、
思
い
通
り
に
米
を
移

し
て
も
、
（
15
ウ
） 

使
っ
て
も
、
全
く
無
く
な
る
事
も
無
く
、
目
出
度
い
徳
人
と

聞
い
た
こ
と
よ
。
（
16
オ
） 
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〔
挿
絵 

第
六
図
〕
（
16
ウ
） 

 

〔
挿
絵 

第
七
図
〕
（
17
オ
） 

                   



お
わ
り
に 

  

い
か
が
で
し
た
か
。 

 

お
伽
草
子
の
世
界
の
魅
力
の
一
端
を
お
わ
か
り
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

広
島
大
学
図
書
館
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
奈
良
絵
本
以
外

に
も
、
お
伽
草
子
の
写
本
・
版
本
を
数
多
く
収
蔵
し
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
展
示
目
録
に
は
掲
載
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
各
作
品
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め

の
、
参
考
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（http://w
w

w.lib.hiroshim
a-u.ac.jp/dc/kyodo/index.htm

l

） 
 

 

今
回
の
講
演
会
を
通
し
て
、
お
伽
草
子
の
世
界
に
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
、
是
非
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

お
伽
草
子
の
世
界
に
よ
り
深
く
分
け
入
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

広
島
大
学
図
書
館
は
、
皆
様
に
当
館
を
よ
り
良
く
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
催
し
を
い
た
し
ま
す
。

ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
の
奈
良
絵
本
た
ち
」 

    
 

平
成
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